
質
問　

阿
賀
野
市
で
猿
の
被
害
が
出

は
じ
め
た
平
成
18
年
よ
り
4
年
ほ
ど

た
っ
た
。
今
年
も
連
日
の
よ
う
に
出
没

し
、
被
害
状
況
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

２
９
０
号
沿
線
は
全
域
に
わ
た
っ
て
い

る
。

　

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
聞
く
に

つ
れ
、
当
市
の
取
り
組
み
の
遅
れ
が
目

立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
次
の
3
点

に
つ
い
て
伺
う
。

　

こ
の
間
の
取
り
組
み
の
状
況
と
成
果

に
つ
い
て
。

答
弁　

関
係
25
自
治
会
と
行
政
、
猟

友
会
、
農
協
、
農
業
共
済
等
で
「
市
猿

害
対
策
連
絡
会
議
」
を
平
成
19
年
に
結

成
し
、
国
の
支
援
制
度
も
活
用
し
、
対

策
を
と
っ
て
い
る
。
2
頭
の
メ
ス
ザ
ル

に
発
信
器
を
と
り
つ
け
、
行
動
範
囲
、

経
路
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
緩
衝
区
域
の
設
定
、
忌
避

剤
（
狼
の
尿
）
の
試
験
的
使
用
を
行
っ

て
い
る
。

質
問　

市
と
し
て
、
独
自
の
チ
ー
ム

を
結
成
す
る
考
え
は
。（
モ
ン
キ
ー
ド
ッ

グ
、
追
い
払
い
隊
と
か
）

答
弁　

市
民
で
離
職
さ
れ
た
方
2
名

を
雇
用
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
追
い
払

い
業
務
、
情
報
提
供
を
し
た
い
。

質
問　

市
職
員
に
狩
猟
免
許
を
取
得

さ
せ
、
体
制
の
充
実
を
図
れ
。

答
弁　

職
員
の
免
許
取
得
は
慎
重
に

検
討
し
た
い
。
地
域
住
民
か
ら
希
望
者

を
募
り
、
わ
な
猟
免
許
の
取
得
に
対
し

て
支
援
を
次
年
度
に
向
け
検
討
す
る
。

併
せ
て
、
駆
除
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
猟
友
会
笹
神
分
会
に
対
し
て

も
支
援
策
を
検
討
す
る
。

　

市
と
し
て
の
被
害
軽
減
策
を
講
じ
た

い
の
で
、
地
域
住
民
の
方
よ
り
も
里
山

の
整
備
、
追
い
払
い
隊
の
結
成
、
農
作

物
の
適
正
な
収
穫
作
業
、
防
護
ネ
ッ
ト

の
設
置
、
自
己
防
御
対
策
に
も
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

水
原
郷
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
の
考

え
は
。（
市
民
参
加
の
協
議
会
の
立
ち

上
げ
。
採
用
状
況
は
）

質
問　

将
来
の
為
に
、
い
い
政
策
を
開

発
、
創
造
し
、
住
民
の
福
利
厚
生
を
増

進
す
る
こ
と
は
行
政
面
で
最
も
重
要
な

こ
と
。
市
は
今
後
の
青
写
真
を
ど
う
描

い
て
い
る
の
か
。
市
民
の
要
望
要
求
は

多
岐
に
わ
た
り
市
の
活
性
化
と
併
せ
健

康
で
健
全
育
成
を
柱
に
、
屋
外
陸
上
競

技
場
４
０
０
Ｍ
ト
ラ
ッ
ク
、
プ
ー
ル
建

設
を
早
急
に
立
上
げ
る
べ
き
。
ま
た
体

育
協
会
が
市
か
ら
独
立
し
て
数
年
経
過
、

多
少
な
り
と
も
行
政
の
手
助
け
と
言
う

趣
旨
の
も
と
自
主
運
営
に
踏
み
切
り
、

各
団
体
指
導
者
、
父
兄
の
懸
命
の
努
力

で
活
動
展
開
。
社
会
状
況
の
変
化
等
で

賛
助
会
費
、
市
補
助
金
の
大
幅
カ
ッ
ト
。

こ
の
こ
と
で
関
係
者
に
無
理
が
生
じ
体

力
の
限
界
、
消
化
不
良
状
況
。
市
と
し

て
認
識
を
新
た
に
大
幅
な
財
政
措
置
で

増
額
を
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た

時
将
来
を
見
据
え
方
向
性
を
誤
る
こ
と

な
く
、
ま
た
逆
行
す
る
こ
と
な
く
前
向

き
に
行
政
能
力
を
発
揮
す
べ
き
と
考
え

る
。

答
弁　

自
主
的
運
営
体
制
で
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
頂

き
、
市
と
し
て
評
価
認
識
を
し
て
い
る

が
財
政
事
情
に
鑑
み
て
の
こ
と
で
大
変

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
直
ち
に
と

は
い
か
な
い
が
状
況
を
待
っ
て
考
え
て

お
り
、
外
郭
団
体
で
あ
る
以
上
、
行
政

民
間
分
担
で
現
行
で
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
。
市

は
本
年
度
の
熱
中
症
対
応
十
分
で
あ
っ

た
か
。
自
殺
者
が
10
数
年
以
上
、
３
万

人
以
上
で
阿
賀
野
市
も
長
年
県
内
で

ワ
ー
ス
ト
何
ぼ
。
こ
の
件
は
行
政
範
囲

で
十
分
防
げ
る
、
怠
慢
と
も
言
え
る
。

単
純
に
数
字
の
み
を
捉
え
る
の
で
な

く
、
起
因
す
る
原
因
を
追
及
せ
ず
対
応

対
策
が
遅
れ
て
い
る
が
、
関
係
機
関
を

通
し
た
ケ
ア
組
織
は
あ
り
、
更
に
司
法

の
支
援
や
市
と
し
て
補
助
金
を
付
け
弁

護
士
事
務
所
誘
致
す
べ
き
環
境
を
整
え

る
事
が
先
決
で
あ
る
が
そ
の
考
え
は
。

自
殺
者
は
予
兆
あ
り
、
周
り
は
、
そ
の

サ
イ
ン
を
察
知
可
能
、
強
力
支
援
体
制

を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

答
弁　

関
係
機
関
で
徹
底
し
た
ケ
ア

を
行
い
実
態
調
査
及
び
共
有
化
を
図
り

情
報
交
換
を
行
い
、
被
害
内
容
を
的
確

に
把
握
し
自
殺
者
を
一
人
で
も
少
な
く

す
る
支
援
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

稲毛　　明 議員

山賀　清一 議員

質
問　

笹
神
地
区
郷
土
資
料
館
に
は
、

歴
史
的
に
重
要
な
文
化
財
、
民
具
な
ど

が
収
集
、
整
理
、
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
判
定
で
は

開
館
コ
ス
ト
が
高
い
の
で
「
開
館
日
の

縮
小
」
と
あ
る
。
資
料
館
等
の
目
的
は

人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
を
担
っ
て
い

る
と
理
解
し
、
開
館
日
の
縮
小
よ
り
も

入
館
者
増
を
図
る
施
策
検
討
が
必
要
で

は
。

　
　
　

阿
賀
野
市
の
文
化
遺
産
の
常
時

公
開
は
市
本
来
の
責
務
と
認
識
し
、
コ

ス
ト
低
減
に
よ
る
開
館
日
の
縮
小
は
、

見
学
者
の
選
択
肢
を
狭
め
、
子
ど
も
達

の
学
習
活
動
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
極
力
開
館
日
の
縮
小
は
さ
け
た
い
。

入
館
者
増
に
つ
な
が
る
方
法
等
、
県
文

化
行
政
課
と
協
議
を
開
始
し
た
。

質
問　

早
期
の
移
転
が
望
ま
し
い
と
の

中
で
、
現
在
地
で
の
改
善
、
運
営
は
無

理
と
の
判
断
に
至
っ
た
理
由
は
。

答
弁　
「
生
涯
学
習
施
設
再
編
整
備
計

画
」
の
素
案
づ
く
り
の
中
で
は
、
既
存

施
設
へ
の
移
転
が
ベ
タ
ー
と
の
意
見
が

多
い
が
、
最
終
決
定
で
は
な
い
。

質
問　

多
様
な
視
点
か
ら
検
討
し
、
移

転
と
な
っ
た
場
合
、
資
料
の
収
集
、
展

示
に
尽
力
さ
れ
た
地
元
の
方
々
の
意

向
、
協
議
が
大
切
と
考
え
る
。
現
時
点

で
の
移
転
予
定
箇
所
の
検
討
に
つ
い

て
。

答
弁　

移
転
の
可
能
性
が
高
く
な
っ

た
場
合
、
決
定
前
に
地
元
と
の
協
議
は

不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。「
生
涯
学
習

施
設
再
編
整
備
計
画
」
の
素
案
づ
く
り

の
段
階
で
は
、
展
示
は
「
笹
神
支
所
」、

収
蔵
は
「
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
」
を

考
え
て
い
る
が
決
定
事
項
で
は
な
い
。

質
問　

移
転
と
な
っ
た
場
合
、
笹
神

支
所
を
総
合
的
な
文
化
会
館
と
位
置
づ

け
し
、
歴
史
資
料
や
絵
画
、
伝
統
民
芸

品
も
紹
介
で
き
る
施
設
と
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁　

移
転
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

現
在
の
展
示
に
加
え
、
各
公
共
施
設
等

に
散
在
し
て
い
る
美
術
品
や
歴
史
資
料

な
ど
も
一
堂
に
展
示
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

20
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
阿
賀

野
バ
イ
パ
ス
８・
１
ｋ
ｍ
区
間
、
毎
年

14
億
か
ら
22
億
円
の
工
事
費
が
配
分
さ

れ
、
早
期
の
開
通
が
期
待
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
道
の
駅
が
中
止
さ
れ
た
21

年
度
か
ら
は
3
分
の
1
の
7
億
円
、
22

年
度
は
僅
か
14
分
の
1
の
１・
６
億
円

で
あ
る
。

　

総
額
２
５
０
億
円
の
阿
賀
野
バ
イ
パ

ス
は
い
つ
開
通
で
き
る
か
想
像
す
ら
で

き
な
い
。
現
道
は
1
日
２・１
万
台
以
上

も
の
交
通
量
が
あ
り
、
バ
イ
パ
ス
の
1

日
も
早
い
開
通
が
本
市
の
発
展
と
活
力

あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」、
そ
れ
に
県
営
産

業
団
地
の
企
業
誘
致
に
大
き
く
寄
与
で

き
る
と
思
う
。

　

市
長
は
こ
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

要
因
は
道
の
駅
の
中
止
と
私
の

努
力
不
足
も
一
因
。
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
率
は
41
％
、
投
資
額
は
92
億
円

で
用
地
買
収
は
44
億
円
と
99
・
６
％
完

了
し
て
い
る
。

　

国
の
公
共
事
業
の
見
直
し
と
阿
賀
町

の
揚
川
バ
イ
パ
ス
が
24
年
開
通
を
目
指

し
、
予
算
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
要

因
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、
道
の
駅
計
画
の
再
構
築
と

市
民
交
流
エ
リ
ア
の
整
合
性
を
図
る
た

め
国
道
事
務
所
と
協
議
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
期
成
同
盟
や
促
進
協
議
会
、

県
道
路
整
備
協
会
等
を
通
じ
て
、
促
進

を
図
る
た
め
強
く
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。

　

そ
れ
に
北
陸
地
方
整
備
局
や
新
潟
国

道
事
務
所
の
担
当
課
長
等
か
ら
現
地
を

視
察
後
、
市
民
の
熱
い
思
い
を
直
接
聞

い
て
も
ら
え
る
「
市
民
集
会
」
等
を
開

催
し
て
、
予
算
規
模
の
拡
大
と
工
事
の

進
捗
率
の
加
速
並
び
に
早
期
開
通
を
要

請
す
る
予
定
で
あ
る
。

遠藤　智子議員

山崎　正春 議員

答
弁


